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高齢者の生活を支えるための新しい地域づくりが始まります

◆問い合わせ先　地域包括支援センター　☎３４５－６０６０

　介護や生活支援を必要とする高齢者や単身生活者、高齢者のみの世帯が増える中、生活の継続に必要
な買い物や掃除の支援、高齢者が生きがいを持って参加できる活動がこれまで以上に必要になると見込
まれます。
　このため、従来のホームヘルプやデイサービスだけではなく、住民が実施する取り組みも含めた多様
な担い手による高齢者の支援体制を地域の中に作っていくことが必要になってきます。

地域包括支援センターからのお知らせ

○地域のみんなで一緒に取り組む介護予防活動を応援します
　地域の誰もが参加できる、身近な場所での「体操教室」や「お茶のみ会」などの地域住民の皆さ
んによる高齢者の介護予防活動や生活支援の自主的な取り組みは、これからの地域を支え、活力あ
る地域づくりにつながります。
　村では、この自主的な活動を『地域の宝物』と称し、地域づくりとして応援します。また、大衡
村社会福祉協議会と一緒に取材させていただき広くお知らせしていく予定です。ご紹介したい活動
がありましたら、ぜひご連絡ください。

地域包括支援センターとは
　村健康福祉課内にあり、保健師等が対応します。
　高齢者の多様なニーズや相談を受け付け、支援する役割が
あります。

▲役場職員も新しい地域づくりについて
　学びました

　健診結果を楽しく解説しますので、ぜひお越しください。

◆対象者　７月４日（火）～７日（金）に村の総合健診を受診された
　　　　　３０歳から７４歳までの方 
◆日　程　８月８日（火）

◆場　所　福祉センター
◆内　容　健診結果の配付
　　　　　健診結果の見方・活かし方の説明
◆講　師　健生株式会社　保健師・健康運動指導士　
◆持ち物　筆記用具、眼鏡等、飲み物（必要な方）

◆問い合わせ先　健康福祉課　☎３４５－０２５３

「寝っころがって出来る気持ちのいい運動」紹介
講師　健生株式会社
　　　健康運動指導士　渋谷 裕子氏

健診結果説明会のお知らせ ～

午前９時３０分～１１時午前９時１５分～９時３０分

午後２時～３時３０分午後１時４５分～２時

午後７時～８時３０分午後６時４５分～７時

対象地区

衡上・衡中東・ときわ台・大瓜上
大瓜下・蕨崎・松原・衡東

衡中・衡中北・衡下
駒場・大森・奥田

全地区

受付時間 開催時間
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　７月１５日（土）、平林会館を会場に NPO 法人
石巻復興支援ネットワークの兼子佳恵代表理事を
講師に迎え、行政区防災組織、民生委員児童委員、
消防団、婦人防火クラブ等から８０名が参加のも
と「多様な視点から考える地域の防災・減災」をテー
マに防災実践講座を開催しました。
　東日本大震災等の過去の災害対応における経験
をもとに、男女共同参画の視点から必要な対応等
について講話とワークショップを行い、平時から
男女共同参画と地域づくりの重要さを考える機会
になりました。

男女共同参画防災実践講座開催
　６月３０日（金）、社会を明るくする運動強調月
間（７月１日～３１日）にあたり、保護司と村更生
保護女性会の方々が内閣総理大臣からのメッセージ
を萩原村長へ伝達しました。
　この運動は、戦後の荒廃した社会の中にあって大
きな社会問題となっていた少年の非行に心を痛め、
犯罪予防と少年保護を訴える『銀座フェアー』が開
催されたことをきっかけに、昭和２４年から始まっ
たもので、地域住民の意思によって自発的に生まれ
た活動が『社会を明るくする運動』の原点となって
います。
　運動期間中、役場周辺にのぼり旗も設置され、地
域の皆様へのご協力の呼びかけも行われました。

犯罪や非行のない明るい社会をめざして
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▲名川宗彦さんと寄贈された作品
　（手持ちの２点）

▲ステンドグラス
　「菅野廉さんに捧げる春夏秋冬」

　寄贈いただいた作品は、今後ふるさと
美術館への展示等で活用させていただき
ます。


